
第9號 】 杉 本・岡谷=最 近10ク 年 間二於ケル滲出性肋膜炎 ノ統計的観察1201

最 近10ケ 年 間 二於 ケル滲 出性肋膜 炎 ノ統 計的觀 察

京都帝國大學醫學部辻内科教室

大學院學生 署 學 士 杉 本 英 一

大學院學生 磨 學 卜 岡 谷 實

(昭和13年6月1日z乏{漬)

目 次

第1ド詮 糸蕎 言養言

第2章 一・般統計

第1節 奨生頻度

第2節 性 別

第3節 年 齢

第 二節 退院時榑館

第5節 職 業

第6節 結核性遺傳素因

第7節 結核性既往症

第8節 圭 訴

第9節 號病 ノ季節的關係

第10鮪 罹患側

第11節 誘 因

第12節 榮養・髄格・骨儲

第13節 合併症

第14節 赤血球沈降速度

第15節 有熱期

第16節 血液像

第17節 滲出派

1色

2比 重

3蛋 白最

↓ 沈渣

第3章 穿 刺

第1節 穿刺 ノ方針

第2節 穿刺同鍛

第3節 穿刺量

第4節 有熱期間中二行 ～ノし穿刺回敬 ト有熱H

第5節 最初 ・穿刺 ノ時期 ト解熱 マデ∴行へ几

穿刺同数

第6節 穿刺 ノ直接的影響 ト穿刺病Ll

第7節 最初 ノ穿刺病日ト有熱 日数

第8節 最初 ノ穿刺病 日ト穿刺 ヨリ解熱∵デ ノ

日鍛

第9節 入院病 日ト有熱H敷

第10節 穿刺 ノ批判

第4章 退院後 ノ経過

第1節 一般統計

第2節 結核性後饗症 卜穿刺 トノ關係

第3節 解熱後結核性後登症獲病マデ ・期間

第5章 総 括

毛要文献

第1章 緒 論

肋膜 炎 ハ多 ク青少年 斗侵 シ、 ソノ將來 ノ運 命 テ

歪曲 ・ヘル コ トニ於 テ甚 ダ寒 心 スベ キ疾患 ナ リ。

現時國民膿 位向」ソ 叫 バル ル際 二於 テ、 コ レガ

豫 防的蛇 二治療 的封策 テ講 ズ ・し・・正二喫緊事 ナ

リ ト云 プベ シ。

余等 ノ・カカル見地 ヨ リ出獲 シテ、最近10ケ 年間
　

二於 テ我 ガ辻 内科 二入院治療 テ受 ケタル滲 出性

肋膜 炎患 者 二就 キテ、 ソ ノ手量病 ノ状況、疾 病 ノ
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経過、治療拉 二豫後 二關 シテ統計的 二観察 シ、

些 力本 問題 二答 ヘ ン トセ リ。

但 シ合 併症 テ有 スル症例 ニツキテハ、 ソ ノ合併

症 ガ肋膜 炎 ノ経 過 テ著 シク歪 メ、或 ノ・遷延 シ、

爲 二肋膜 炎 ノ経過 テ観 察 スル コ トテ困難 ナラ シ

ムルガ如 キモ ノノ・、 コ レテ省略 セ リ。殊 二穿刺

ノ治療的意義 二關 シテノ・古 クヨ リ賛 否雨論 二分

レテ未 グ決 セ ラレザル有様 ナルニ鑑 ミ、特 二此

ノ瓢 二留意 シ、我 ガ辻 内科 二於 テ、從來行 ヒ來

リタル治療 方針 テ統計的 二検 討、`批判 テ加 ヘ ン

ト欲 ス。

爾退院 後 ノ経 過 ニ ツキテノ、、一小部 分二於 テハ

患 者 二就 キ直接再検査 テ行 ヒ、大部 分 ノ患 者ハ

昭和13年2月 中 二於 テ問合 セテ行 ヒ、返 書 テ得

タル モ ハ」ツキテ コ レテ観 察 セ リ.

第2章 一般統計

第1節 登生頻度

昭和3年 初 ヨリ昭和12年 末 二至 ル満10ケ 年 間

二於 クル 我 ガ 辻 内科 入院 患者縮 敷 ノ・4776例 ニ

シテ、肋膜 炎患者ノ・コ ノ中560例 テ占 メ.ソ ノ

入院患 者縮数 二封 スル比傘 ハ11.7%二 達 ス。コ

ノ中合併症 ノ著 シカ ラザル滲 出性肋膜 炎患 者ハ

242例 、肋 膜 炎患者総獄 二封 シ43.2%二 當 レ リ。

合併症 ノ著 シカ ラザル乾性肋膜 炎患 者ノ・22例 、

3.9%ニ シテ、肋腹膜 炎患者ノ・161例 、28.8%テ

占 ム。肺 ノ結核性病攣 テ主 トシ、 コ レニ肋膜 炎

テ合併 セルモ ノノ・40例 、7.1%ニ シテ、 非結 核

性病攣iテ圭 トシ、 コ レニ肋 膜 炎 テ合併 セルモ ノ

33例 、5.9%テ 算 ス。 最後 二癒着性肋膜 炎患者

ノ、62例 ニ シテ11.1%二 當 レリ。

第2節 性 別

上記合併症 ノ著 シカ ラザル 滲 出性肋膜 炎患者 余等 ノ観察 ソ封象 トシタ リ シガ、コ ノ中男ハ153

242例 ノ中、 材料 ノ整備 セル225例 テ 選 ビテ、 例(68%)女 ノ・72例(32%)テ 占 メ タリ。

第3節 年 齢

滲 出性肋膜 炎ノ・ア ラユル年齢 ノ男女 テ侵 スガ如

キモ、 ソ ノ間 自ラ好 獲 スル年齢 階層 アリ。余等

ノ統計 ニ ヨ レバ、第1圖 二 示 ス 如 久18歳 乃

至30歳 二 名 ク、殊 二19歳 乃至26歳 一 於 テ 最
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第4節 退院時輻蹄

死亡 セル患者5例(2.2疹)、 多 クノ・老年 ニ テ衰弱

ノ著 シキモ ノナ リ。事故 ノ爲、ボ治退院 セルモ

ノ8例(3.6%)、 ソ ノ他 ノ・大膿 良好 ナル経過 テ取

リ、退院 時全治 ト11サ レタ・しモ ノ5£例(23.1%)、

輕 快 ト見 ラレタルモ ノ160例(71.1%)テ 算 セ リ。

第5節 職 業

學 生最 モ多 ク、商業、 會祠二員、農 業、 看護婦、
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店 員 ノ順 序 二次 第 二減 少 ス。 詳細 二 ・・第1表 ノ 如 シ。
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第6節 結核性遺傳素因

結核性遺傳素因 テ有 スルモ ノ70例(31.1%)、 無 キ モ ノ155例(68.9%〉 チ算 ス。

第7節 結核性既往症

既往 二結 核性疾患 テ病 ヒタルモ ノ、肺結核14例

(6・2%〉 、 肋膜 炎20例(8.9%)、 腹 膜 炎4例(1.8

%1ニ シ テ、 他 ノ187例(83.1%)ノ ・之 テ鋏 ク。

第8節 圭 訴

胸痛拉二議熱最モ多ク、咳、倦怠感、呼吸困難 之 二次 グ。列記 セバ第2表 ノ如 シ。

第2表

1

'u、騨 撚 噸 墜 羅劇 繍 頭痛燃 舗 燵i酬悪髄 肯嚇
』『 一

例 倣

百分奉
塑幽
52.4↓7.1

44i41139815i5i5L」3 一一 一

勝 り111iすヱ61[酉,薦3マ 召・痂 「i薦:一喜セ11.創1.3 1,310,9!0.40.4
1

第9節 癸病 ノ季節的關係

30

郎

穰2。

↑
15

ノ0

第2圖
滲 出 性 肋 膜 炎 ノ・一 般 二 四 季 テ選 バ ズ シ テ褒 病 ス

ル ガ 如 キ モ 、 余 等 ノ統 計 ニ ヨ レバ
、 囲 表 二示 ス

如 ク、4、5、6/3ケ 月 二 最 モ 多 獲 シ、 ソ ノ撒79

例 ・ZF均1ケ 月26・3例 二 及 ブn7、8、9、10、11/

5ケ 月 ・・之 二 次 ギ 、ソ ノ数95例 ニ シ テZF均1ケ

lj19・o例 二達 ス。12、1、2、3/4'r月 ノ・最 モ稀

一一 シ テ・ ソ ノ数51例 、'ド均1ケ 月12.8例 ナ リ。

即 チ 大 膿 二於 テ 春 季 並 二 初 夏 二 最 モ 多 〃、 冬 季

二 最 モ 少 キ テ 知 ル
。

第10節 罹 患 側

123458789〃 〃12滲 出 液 ノ右 側 二瀦 溜 セ ル モ ノ最 モ 多 ク、113例

一→ 月'50 ・2%1、 左 側 ハ97例(43 .1Z.ノ ∴ シ テ、雨 側 二
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瀦 溜 セ ル ハ15例(6.7%)ナ リ。

第11節 誘 因

認 メ得 ラルル最 モ多キ誘 因 ノ・過努 ニ シテ、過 激 之 二次 ギ、 大多撒 二於 テ ・・誘 因 ノ認 ムベ キモ ノ

ナ ル「人ボー'ソ」、感 冒、 全身 ヅブ濡 レ、 出産等 ナ シ。

第3表

「

過 過ス 感 ズ 出 胸 試 暴 徹 外手 軍 下 急 腎 關イ
激 ポ
ナ1

ブ 部 験
濡 打 勉

性 節マ科 孟
腎 「チ

勢 ルど 冒 レ 産 撲 強 飲 夜 的術 役 痢 炎 炎 ロ♂

例 数 堂 と _塁 ⊥ 」L4322

百 分 率8.92.2i1.81.81.30.90.0 ♂9。≒ 。1,。;4。;4。}赫 。}4

第12節 榮養・儲i格・骨儲

榮養 ・禮格 ・骨諮 ト 巳二中等 ナ ・しモ ノ最 二名ク、

第

養1佳劇 中等}不良 瑚 幽 多

幽 一3、.、4113

不良乃至弱 小 ナ ・・モ ノ最 そ少 シ。

… 表

㌣騨 州 中割 剃 棚

aSlli、ll、1。.9

第13節

緒論二於 テ述ベタル通 リ、重篤ナル合併症 ・以

ベラ之ラ除外 シ、滲出性肋膜炎ガ臨躰上大膿濁

立的二存在 シ、掲 自ノ経過 ヲトルモノノこ斗探

第5

合併 症

用 シタ リシモ、尚輕微 ナル合併症 ノ存准 ハ コ レ

ラ否定 スル能 ノ・ズ。 ■ しテ表示 ス レバ第5表 ノ

如 シ。

表

結
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疾
患

病 名 1肺 尖 渡 副 瀦 性肋臓 乾 性 肋 膜 炎

例 数
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非

結

核

性

疾

患

病 名 1脚 剰 妊 刺 膀胱炎 職 灘 症.一 一 一 一 一}、 一,-

16;32
',『}一 弓 一 　 『'「

例 倣} 13

_一____」 一一1

百 分 尋ミ{5.8
12ル1・ ・3

『 一}一_

b⊃

病 名
{

徹毒、甲状腺腫、謄嚢炎、糖尿病、氣管枝炎、腎孟一
炎、關節「ロイマチヌ」、筋痛、子宮筋腫』慢性腸加
答見、特登性食道擾張症

一 『 一 一 一 一

一 一一 曹『 『_

一 や一 一 　 一 一

例 剃
臨 一r-…

1
一_一 一 一

百 分 剰 ・・4

第14節 赤血球沈降速度
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滲 出性肋膜 炎 二於 テノ・一般 二、赤血球沈 降速度

ハ著 シク促進 セ ラル。余等 ノ統計 二於 テ、全例91

例 中、中等 債20乃 至90ノ モ ノ大多敏 ヶ占 メ、就

第3岡

20

ザ

1'0
5

0/02030405ig60ワ08030100

一一→ 速 度(mm

中60乃 至70ノ モ ノ最 モ 多 ク、全例 ノ22.0%テ

占 ム。・・ノ關係 テ圖示 ヒバ第3及 第4圖 ノ如 シ。

第 ↓ 圖

例40

雫;1
'0

16k7.190♪

解熱二至 ラー・・"退院 セル症例32(14.2%)

死 亡5(2.2%レ

'e,20,30,40,5h,sq70,80,yo,ie喫/'〃刎 釦綱 級 磁1η'襯42凋2彫 玖

一 → 日

第15飾 有熱期

無熱 二終始 セル モ ノ16例(7.1%)、 死 亡 セルモ

ノ5例(2.2%入 解 熱 二至 ラズ シテ退院 セルモ ノ

32例(14.2%)力 除 キ、入院 中解熱 二至 リタル172

例 二'ソキ、 ソノ有熱 期 ラ観察 入ル ー、 圖示 二示

へ如 ク大 器101・1乃 至130日 一一シ テ、20日 乃 至

30日 ノ間 一=・解 熱 チ示 ・・モ ノ最 モ 多 ク、 大 牛 ・・10

日乃 至50ロ ノ問!・ 解熱 斗 來7・ 一■見 ル。

第16節 血液像

全患者 ノ李均値 ニョ リテ肋膜 炎 二於 ケル血液像

ノ動 向 ラ検 スル ニ、赤血球数 拉 二1血色素ll㌃二於

テ、男女 トモ僅 カナル減少 ラ見 ル。 白血球数 ハ

男女 トモ 正常値 ノ範 園内 ニア リ。 巾性 多核 白

第6表

陸 均}一 一 一 Il4741
.0001,

4,306,000

77.9%

68.3%

7,829
一層 一 冒 一 一 一 一

7,427
一 曹一 ¶

64.0%

63.6%

2.6%

2.3%

27.6%

28.0%

6.5%

5.9%

血球 ノ・正 常値 ヨリ稽 く低 ク、 「エ オジ ン」嗜好 白

血球 ハ正常値 ノ範 園内 ニ ァリ。之 二反 シ淋巴球

及 ビ大軍核 細胞 ハ租 ミ高 キ値 テ示 ス。

1性瞬 睡
赤血球掛 黙1:ll翻

讐 壼匿窒1… 畿
白 血 球1♂ 剛657・552i

282.2131

中性多 核:♂
白 血 球

「エオジソ」嗜

好多核白血球

淋 巴 球

　
1♀138}

85}-5,438.21
___:一一一i__

2,354.3

♂1

飛
皐,37

♀1371-1可1』-

222.3

大輩核細胞1♂185i
十移 行 型 ヒ早 「翫
●■圃■圏国■■Mo「

84.5

2,341.1

1、035.9

550.1

217.3

第17節 滲 出液

1.色

滲 出液 ノ・淡黄色 一一i呈スルモ ノ最 モ多 ク(58・2%〉

帯褐 黄色、帯緑 黄 色 ノモ ノ之 二次 ギ(何 レモ12.4

劾 、其 ノ他 帯赤黄 色、赤褐 色、 血赤 色、乳 色 ノ

順 二少敷例 宛存 ス。

2.比 重

滲出液 ノ比重1磁 氏15度 ♪ハ195例 中 、 最低 ハ

1013最 高 ノ・1035一 達 人ル モ、 多 クノ・1018ト

1028ト ノ間 ニ ー)tリ、而 シテ1024及 ヒ・1025最 モ

多数ナ リ。

3.蛋 白量

滲 出液 ノ蛋 白量 テヱ 人バソーノ・氏 法 ニ ヨ リ測定 ヘ

ルー・最低1 .5Z,ヨ リ最高10.0%二 及 ブモ、121

■
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第5圖
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-→ 比 重

例 中81%ハ3%乃 至7%ノ 蛋 白 量 ラ示 ス。而 シ

テ4%乃 至6%ノ モ ノ最 モ 多 シ。

4.沈 渣

滲 出 液 ラ違 心 沈 澱 シ、 沈 漬 テ 検 ス ル ニ、 表 示 ノ

20

51

製10

↑51

第6岡

1520Z530354045505580S570758e855ρ ご5'ω

一 一〉蛋 白 量(%)

第8表

淋巴球 白血球 隊 血球
1

上皮細胞
1

}
大 量 17 0114 1

中 量 54 13162 0

小 量 68 47

」

80 0

微 量 29 104 25 42

1ナ シ 33 37 20 158

如 ク淋巴球最 モ大 量 二、赤血球 之 二次 ギ、 白血

球 ノ・少量 二存在 ス。上皮 細胞 ハ微量 二存在 スル

例 僅 カニ存 スル ノミニテ、大 部分 二於 テノ・コ レ

テ訣 ク、

第3章 穿 刺

第1節 穿刺 ノ方針

從來我教室二於 テノ・、合併症 ノ重篤ナラザル、

殊 二活動性肺結核 ラ有 セザル滲出性肋膜 炎二於

テ、滲出液 ノ相當大量 二瀦溜 セリト認 メラルル

モ ノニハ、可成速 カニ液 テ排除スルノ方針テ持

ヒ リ。 斯 ル 方 針 ノ下 二 實 際 二穿 刺 テ行 ヒ タ ル 症

例 ノ・199例(88・4%)・ ・一一シ テ、 試 験 穿 刺 ノ他 一 ノ・

穿 刺 テ 行 ノ・ザ リ シ 症 例 ノ・26例(11.6%)一 達 セ

リ。

第2節 穿刺同敷

穿刺 同撒 ハ試験穿 刺以外 ニノ・1度 モ穿刺 ヲ行 ノ・

ザ リシモ ノヨ リ、前後10同 二及 プモ ノニ至 ル各

階段 存在 スレ ドモ、1同 ノモ ノ最 モ多 ク、2同 、

第 9

3回 ノモ ノコ レニ次 グ。穿刺 同数ハ全例 二於 テ

558同 二達 シ、ZF均2.5回 トナル。

表

8.41
」i」.一鐙_1

第3節 穿刺量
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穿 刺 量 ノ・各 例 各 回 塵 々 ニ シ テ 、 小 ノ・50c.cヨ リ大

ハ2000c.q二 至 ル 。i穿 刺 量 絡 計 ノ・275.650c・q二 達

シ、1同 準 均 穿 刺 量 ノ・494c.c.二 相 當 ス。最 モ屡h

第10

行 ノ・レタル 穿刺量 ノ・500CAニ シテ、

於 テ比較 的多 シ。

表

穿刺量㏄1鰍
脚

鋤釧 鰍 穿 刺 量αα 例数 穿刺量cc 例塑 刺朗 鰍
50 18 350126 650 14 950 4 1250i1

100 27
1400141

700 21 1000 15 13002

150 34 4「。127 750 18 1050 6 14003

200 38 500160 800 29 1100 6 15006

250 31 550}20 850 5 1150 1 16003

300130 600[9 900 14 1200 8 20001

一E己O
計558

ソ ノ前後 二

第4節 有熱期 間中二行へ7v穿 刺同敷 ト有熱 日撒

有熱期 間中 二行 ヘ ル穿刺 ガ解熱 二如何 ナル影響

テ及 ボ スカニツキ知 ラン ト欲 シ、先 ヅ有熱 日撒

ト穿刺 ノ同撒 ト.ノ關係 テ見ル ニ、表示 ノ如 ク、

穿刺 ラ行 ノ・ザ リシモ ノ最 モ早 ク解熱 シ、 同撒 ノ

加 ノ・ル ト共 二解熱 ハ遅延 ス。第 一節 ニテ述 ベ タ

ル如 キ穿刺 ノ方針 ノ下 二於 テノ・、滲 出液 ノ繰返

シ瀦溜 シ、從 ツテ穿 刺 テ繰返 シ行 ヒタル症例 二

於 テ、 ソノ有熱期 ノ長 カルベキハ蓋 シ當然 ナ リ・

ト云 フ ベ シ。

第5節 最初 ノ穿刺時期 ト解熱 マデニ行 ヘノv穿刺同数

第 11 表
」

穿刺同蜘 ・ 1 2i314
11

5 6 7 8 lg
例 数 19 63 35 2114 6 4 3 212
有熱日籔合計 689日 2664 1865 1081 990 287 235 296 210

1152

同上亭均 36.3日 42.3 53.3 51.51 70.7 47.8 58.8198.71105.0 176⑩

第12表

1螺 音 1-10 11-20 2・-3・13・-4・
i

41-50,51以 後」

穿

刺

同

鍛

1 21例 27例 6例 4例 1例 4例

∬ 14 12 5 1 0 4

皿 6 8 4 3 0 0

IV 2 7 3 2 0

0

0

V 1 4 1

一

〇 0

VI 2 1 1 0 0 0

VII 1 1 0 0 1 0

型
IX

0 2 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0

穿刺回
歎合計

108 161 51 23 8 12

例 数 48 63 20 10 2 8一

艘 自同籔 2.3 2.6 2.6 2.3 4.0 1.5

穿 刺 テ早期 二行 ヒタルカ、晩期 二行 ヒタルカニー

ヨリテ、 ソノ影響 スル所異 ルベ キナ リ。今 コ レ

ト解熱 二至 ル迄 二行 ヘル穿刺 ノ同撒 トノ關係 ニ

ツキテ見ル ニ、例 ヘバ登病10日 迄 二第1回 ノ穿 一

刺 ラ行 ヒタル 症例 ノ・48例 アリ。 ソノ各症例 ノ

有熱期 間二於 テ行 ヒタル全穿刺同数 テ合 計 セバ

108同 トナ リテ、 ソ ノ卒 均ノ、2.3同 、 即 チ第1

同 穿刺 テ登病10日 迄 二行 ヒタル症例 ノ・、解熱 二

至 ル迄 ノ間 二李均2.3同 ノ穿 刺 テ行 ピタ リ。 同

様 ノ計算 ニ ョリテ、 ソノ後 二第1同 穿刺 ラ行 ヒ

タル症例 テ見ル=一、ZF一均 穿 刺同撒 ノ・次 第 二増加

ノ傾 向 テ示 ス。 即 チ早期 二穿 刺 斗行 ヒタル モ ノ

ノ・、逞 レテ穽 刺 テ行 ヒ タルモ ノニ比 シテ、穿 刺回
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敷 ハ少 クテ濟 ミ、從 ツテ滲 出液瀦溜 ノ繰返 シノ・ 早期 二穿 刺 ヲ行 ヒタル症例 二於 テ反 ツテ少 シ。
9

第6節 穿刺 ノ直接的影響 ト穿刺病 日

'穿刺 ガ直接肋膜 炎患 者 二如何 ナル影響 テ持 ツカ

ーツキ テ観察 セ ン爲 一、 一一般 自畳症状呼吸、脈

搏、熱 及 ビ尿量 ノ5項 目一・捉 へ、穿刺後1週 間

以 内 二於 テ、少 ク トモ コ レラ ノ中一 ツニ著明 ノ

輕快 テ來 セルモ ノ、著二明 ノ悪化 ラ來 セルモ ノ、

著 明ナル攣 化 ナキモ ノ ノ3者 ラ比較 セルニ、表

示 ノ如 ク、総 計 二於 テ良好 ナルモ ノ最 モ多 ク、

不攣 ナ ル モ ノコ レニ次 ギ、不良 ナ,レモ ノ僅少 ナ

リ。即 チー般 二穿 刺 ∴ ヨ リテ患 者 ノ 般 歌態 ノ、

輕快 二赴 ク、爾 コ レテ穿 刺 ノ時期 トノ關係 ニツ

トテ見 ルニ、早期 二穿 刺 ラ行 ヒタル モ ノニ於 テ

特 二良好 ナル影響 テ認 ム。

穿 刺 病 日
巳 昌一 　 一 一 一_一 一_一_

1-10 11-20

一
1[

2・-3013・-40
i4・-50

51-60 6・-7・17・-8・ 81--90 91-100
101一

以 後

影1良
b

例 数
一 一一 一

35
}一

114 27 21 8 4 1 3 3 11 227

百分率 57.4 67.5 39.7 47.7 33.3鴨 36.4 12.5 37.5 50.0 44.0 53.5

不
愛
一

例 数 24 49 38 18 15

一

6 7

一

3 3 12 175

「1

百分率 39.4 29.0 55.9 40.9 62.5 54.5 87.5 37.5 50.0 48.0
一

41.3

副歪
例 鍛 2 6 3 5 1 1 0 2 0 2

一一

2.2

百分奉 3.2 3.5 4.4 11,414.2 9.1 0 25.0 0

一r-

8.0

第

13

表

第7節 最初 ノ穿刺病 日 ト有熱H撒

穿 刺 ガ解熱 二及 ボ 人影 響 ニ ツキテ、 ソ ノ第1同

ノ穿刺 テ行 ヒ タル病 日 トノ關係 二於 テ見ノし二、

第

最初 ノ穿刺病日

穿 刺 ヲ行 ノ・ザ リシ例

10日 以 内二穿刺セル例

11日 一20日 翌
._

21日 一30日
.一二L__

31日 一40日,.

　41日 以 後 ・・

:計

14表

融1墾畢
19737

481740

622973

i211360

110「 菰 「

「す ・・86
臓iダ8513

i
亭均有
熱日撒

llil

llil
61.7

120.7

50.4

表示 ノ如 久 穿刺 テ10日 以 内二行 ヒ タル場合 ノ

例撒 ノ、48例 、 ソノ有熱 日数 ノ合 計 ノ・1740日 一

シテ、牛均36.3日 一r一當 ル。 同様 二11日 乃 至20

H=一 穿 刺 チ行 ヒタル症例r.ツ キ計算 スル三李均

48・OFト シ テ、前 者∴比 シ頗 ル延長 シ、最初 ノ

穿刺 ノ更 二遅 レタルモ ノノ、、更 ∴解熱 ガ オソク

「'ラハルル コ トラ知 ル
、加之、10日 以 内二第1

回 穿刺 テ行 ヒ タル例 ノ如 ヤノ・、穿刺 ・芦行 ノ、ザ リ

シ輕症例 一=比シテ、 術早 ク解熱 ス
。 ゴ レテ第3

節 ノ穿刺 テ行 ・・ザルtノ 最 モ早 ク解熱 シ、穿 刺

ノ回撒 ノ加 ハル ニ從 ヒ、 解熱 ノ・遷 延 ス ト云 フニ

比較 セバ、早期穿刺 ノ数果 ノ・明 カナ,レ'ごシ。

第8節 最初 ノ穿 刺病 日 ト穿刺 ヨ リ解熱 マデ ノ日歎

第15?2

10日 以 内二穿刺 セル例

最初ノ穿刺病日i醐 劉 昌講 「舌姦
4828.3

11日 一20日,,

1日 一30日,,

1日 一一40日,,

62

21

1童

1362

2113

828

裡 旦 腿_一 一H.ll-」9

計11581

268

27.1L
____-

4845

34.1

39.4

26.8

30.4

30.7

早期 ノ穿刺 ガ有熱期 間 テ短縮 々 ロ ト、 第6節

述'ぐ タ・斬 ナ リ・然J7バ コノ第1回 ノ穿刺後

ノ有熱 日数 ノ・如何 ト云 フニ
、 表 ノ如 ク、10日 以'

内 二最初 ノ穿刺 ・・-F行ヒタル例 二於 テ最 モ早 ク解

熱 シ來 リ・20卜1以 内 ノモ ノ之 ∴次 ギ、30日 以 内

ノモ ノ更 二遅 ル.30卜1以 後 ノ穿刺 二於 テハ再 ピ

短縮 人 ト錐 モ冷 纏過 ・・前 表 ∴ ヨリテ見ル如 ク、

既 ∴甚 シク長 シ。
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第9節 入院病 日 ト有熱li敷

轄 ジテ入院病 ロ ト解熱 トノ關係 テ見 ルニ、表 ノ

第16表
一

入院病 日

'
症 例1繍 烈 騨 昌

1-一 一10 7812808 36.0

11-20 51 2591 50.8

21-30 26 1533 59.0

31-40 6 528

一一

88.0

41以 後 9 1104 122.7

計 170[8564 50.4

如 ク,早 期 二入院 ヒル でノノケ、・卜均有熱期 間

ハ短 ク、早期 二入院治療 ヲ受 クル ノ如何 二肋膜

炎 ノ経過 二好影響 テ與 フル カガ明 ヵナ リ。 コ ノ

際 入院 ニ ヨリ精榊 的拉 二肉龍的安 静 ガ得 ラ レ、

ソノ他、漁 布、藥 剤、看護 ノ萬全 ガ期 セ ラ レ、

ソ ノ結果、肋膜 炎 ノ経過 ガ短縮 セ ラルル コ ト勿

論ナ リ ト錐 モ、早期 二行 ノロ・タル穿刺 ノ影響 ガ

與 ツテカ アル コ ト、前 節 二統 計 セル事實 二徴 シ

テ、明 カナ リ ト云 フベ シ。

第10節 穿刺 ノ批判

穿 刺 ガ肋膜 炎 ノ治療 二用 ヒラ レテ ヨリ既 二久 シ

久 ソ ノ治療的敷果 モ大艦 二於 テ疑 テ挾 マザル

ガ如 シ ト錐 モ、爾且 ソノ適癒症 二封 シテノ・異論

ノァル所 ニシテ、或 ノ・所謂Indicatiovitalis及

ビ吸牧 ノ憲延 セル場合 ノ外 ノ・取 ルベカ ラズ ト云

ヒ、或 ノ、相當量 二瀦 溜 セル モ ノノ・排除 スベ シト

云 ヒ、或 ノ・叉早期穿 刺 テ稻 揚 スルモ ノァリテ、

未グ完全 ナ ノレー致 テ見 ザルガ如 シ。

例 ヘ バAlexander・ ・滲出液 ノ存在ノ・免疫 上蛇

二罹患臓 器 ノ安 静上有利 ナ リ ト云 ヒ
、,購迫症状

ノア・レ場合、液 ガ全肋膜腔 テ充塞 セル場合 ノ外

ハ、急性期 二於 テハ穿刺 テ行 ノ・ズ4乃 至6週 間

後急性症状 ノ去 レル後 、尚滲出液 ノ吸牧 サ レザ

ル トキニ限 リ、 初 メテ穿刺 テ行 フーF可トス ト云

ヒ、K6niger"外 観L績 獲的肋膜 炎 ノモ ノニ ・・

穿 刺 ハ悪 久 原焚性 ノモ ノーノ・良 シ トツ=シ、原

蕨性 ノモ ・二於 テ第2週 ノ終乃 至第4週 ノ初 ヨ

リ厘 く穿 刺 ■・ル 」 トテ勤 ム。Meyerstein・ ・中

等度 ノ滲 出液 ハ穿刺 テ要 セズ、大量 二瀦溜 セル

場 合、初 メテ適磨症 トナ,Lト 樗 シ、Syllaモ 姑

息的療法 テ推漿 ス。Nyiriノ ・多激 ノ滲出性肋膜

炎患者 テ穿 刺 テ施 シタル群 ト、穿刺 テ施 サザル

群 トノ2群 二分 チ比較 セ シニ、 ソノ経過 二封 シ

テハ雨 者 ノ間 二差異 テ認 メザ リシガ、肋膜 ノ肥

厚又 ハ肋膜 癒著 ラ残 スモ ノ・・穿刺群 二多 キテ認

メタリ ト云 フ。 之 ∴反 シ、SchottmUllerノ 如 キ

ハ、4分 ノ1立 以上 ノ滲出液 ノ・特 獲性滲 出性肋

膜 炎 二於 テ排 除 スベ シ ト云 ヒ、 ソノ時期、回撒、

量 ノ・問 フ所 ニ アラズ ト云 フ。 小西、古瀬 モ亦 、

穿刺 ノ治療的敷果 テ ミ トメ得 タ リ ト云 ヒ、 岡村

モ有熱期 二於 ケル穿刺 テススメ、 幅島、武 田、秋

旧モ大量 ノ滲 出液 ハ コ レテ排除 スベ シ ト云 フ。

余等ノ・我 ガ教室 二於 ケル 最 近10ケ 年 間 ノ滲 出

性肋膜 炎 ノ治療 成績 テ取 リマ トメ、 上記 ノ如 キ

統 計的結果 テ得 タ リ.但 シ合併症 ノ重 キモ ノ、

殊 二活動 性肺結核 ラ合併 セル如 キモ ノノ以 ベ テ

コ レ斗除外 セ リ。帥 チ第5節 ニ ヨ リテ、穿刺 ガ

直接 的 二多数 ノ患 者 ノ諸種 ノ症候 二好影響 テモ

タラ λコ ト・・明 カナル所 ニ シテ
、爾穿刺 ノ時期

的關係 二關 シテノ・、早期 二穿 刺 チ施 ス方、有熱

期 ノ短 キ コ ト(第6節)、 穿刺後 ノ有熱 日数 ノ少

キ コ トペ第7節)早 期 二 穿刺 子 行 ヒ ク'しモ ノ ノ

方、穿刺 回藪 ガ少キ コ ト(笛4笛 〉等 へ 滲出液

ガ相 當量潴溜 セル場 合ノ・早期 二之 ヲ穿刺 シテ反

ツテ良好 ナル結果 号來 スコ トテ思 ハ シム
。

尚後章 二述 ブノげ 如 へ 穿 刺 ト豫後 殊 二穿刺

ノ時期 ト回数 二封 スル結核性 後 獲症 トノ關係 二

特 別 ノ關聯 テ見 出 シ得 ザ リシ事實 ノ・Nyiriノ

見解 トノ・反封 へ 穿刺 ・有故性 テ物語 ルモ ノナ

リ ト云 フベ シ。
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第4章 退院後 ノ経過(蓮 隔成績)

第1節 …般 統計

余等 ガ封象 トセル滲 出性肋膜 炎患者225例 二封

シ、昭和13年2月 末一齊 二間合 セテ行 ヒ、一部

ノ・直接再検査 テ通 ジ、大部 分ノ・得 ラレタル回答

ニ ヨリ、退院後 ノ縄過 ラ観察 セ リ。 カ クテ観 察

シ得 タルモ ノ109例 。 ソ ノ中退院後結核 性疾 患

ラ得 タルモ ノ35例 、結 核性疾 患 テ得 ザル モ ノ

第17

70例 、現 在健康 ナルモ ノ80例 、静養 中 ノモ ノ

7例 、治療 中 ノモ ノ6例 、死 亡16例 ラ見 タリ。

死 亡例 ノ中、結 核性疾患 一 ヨル モ ノ11例 、不 明

其他5例 テ 算 セリ。詳 シクノ・表示 スベ シ。(第

17、18、19表 参 照)

表

F

観察
例倣

結 核 性 後 獲 症 現 在 死 因
年度麟
1 有 無 不明1勉 倒 継 中晦 中死亡 結核 不明 共他

1召和3 14 5 3 2 0 0 3 Oio 2 2 O 0

4 21 6 2 3 1 0 3 0 0 3 2 1 0

5 19 8 1 6 1 0 5 0 1 2 0 1
1

(職死)

6 28

20

9

8

4 5 0 0 7 0 1 1 1 0 〇
一 一皿 ■一 一一

〇7 3 5 0 0 6 0 0 2 2 0

8 26 15 6 8 1 0 13 0 0 2 1 1 0

9 23 10 2 7 0 1 8 0 0 2 1 0

『

一

1

(肺壊疽)

10 16 10 5 5 0 0

一1

7iO 2 1 1 0 0

11 22 15 6 gl・
,

0 13 0
_._1

7

1 1 1 0 0

12 36 23 3 20 0 0 15 1 0 O 0 0
}

計 225 109 35 70 3 1 ・80 7
一
6 16 11 3 2

% 132.1 64.2 2.8 0.9 73.4 6.4 5.5 14.7 10.1 2.8 1.8

第18表 第19表

,年

度

結核性後登症

例薮最初 ノ穿
刺日合計

3 3 31

4 2 32

5
-

6
-

7
-

8

1 0

4 62

3 42

6 42

9 2 36

10 5 137

11 6 100

12 一
32一

一
計一一
亭均

482

15.0

穿刺同
徽合計
5

一三

〇

一8

一ヱ

ー4

[5

一21

一13

74

2.4

結核性後獲症ナキモノ

例 倣

2

3

6

5

5

8

7

5

9

50

辮藷艦囎
ー
一

9
伸

ρ0

ρ0

62

119

80

108

151

87

110

840

16.4

3

一
10

18

20

[
11

一
20

14

9

12

117

2.3

喉 頭 結 核

肺 結 核

肋 膜 炎
一 一一 一

膿 胸

肋 腹 膜 炎

履 膜 炎
}一

贋 膜 炎

肋 骨 「カ リエ ス」
,

脊 椎 「カ リエ ス」

股 關 節 炎

計

1

年
以
内

ハ〇

一
PO

1

ー
ム
一
-
占
一
〇
U

弄

4
年
以
内

3
年
以
内

2

年
以
内

-
-
[
り
〇

一
4⊥

1

下

9
陶
=
-

1

4

2

-

一
-

一4

4
年
以
後

1

不

計

明
1「 丁'

O
U

一
-
占

-

一
噌
⊥

了

1i

4

1
凸

1

9
帽

41

4
⊥

噌
工

1

マ
5

1
万



第9號 】 杉本・岡谷=最 近10ケ 年間二於ケル滲出性肋膜炎 ノ統計的観察 1211

第2節 結核性後登症 ト穿刺 トノ關係

穿刺 ガ活動性肺結核 テ有 セザル滲出性肋膜 炎 ノ

経 過 二好影響 テ與 フル コ トノ・、第3章 ノ穿刺 ノ

統 計 ニ ヨリテ明 カナ リ。然 ラバ コレガ豫後 二及

ボス影響 ノ・如何。即 チ結核性後登症 ノアルモ ノ

ト、結核性後登症 ナキモ ノ トノ2群 二分 チ、各

ニ ツキ穿刺 ノ状態 テ検 シタルニ、穿刺 テ行 ハザ

リシ症例 ハ前者後 者 トモニ4例 テ見、ZF均 穿 刺

同数 へ 前者 二2.4同 、後 者 二2.3同 ニ シテホ ・"

等 シク、最初 ノ穿刺 日 ノ關係 テ見 ルニ、前者 ハ

15.0日 、 後者 ノ・16・4日 一 シテ、 コ レ亦大差 ナ

シ。即 チー言 ニ シテ云 ヘバ、結核性後獲 症ノ・入

院時行 ヒタル穿刺 ニノ・大 ナル關係 テ有 セズ。

第3節 解熱後結核性後登症登病マデノ期間

解熱後結核性後登症登病 二至ルマデノ期間テ調

査 シタルニ、表示 ノ如 ク、解熱後1年 以内二登

病 スルモノ最モ多 久 ソノ後急速ニソノ撒 テ減

ズ。疾病 ノ種類ノ・肺結核最モ多 久 肋膜 炎之 二

次ギ、骨結核亦比較的多 シ。

第5章 総 括

最近10ケ 年間 二我 ガ辻 内科 一 入院 セル 滲 出性

肋膜 炎患 者 ノ中、 合併 症 ノ重 篤 ナルモ ノ、殊 二

活動 性肺結核 テ合併 セル モ ノテ 除 キ、225例 テ

得、 コ レラニツキテ諸種 ノ統 計的検査 テ行 ヒ、

大約左記 ノ如 キ結果 テ得 タ リ。

1・ 年齢 ノ・18歳 乃 至30歳 二多 ク、殊 二19歳 乃

至26歳 二最 モ多 シ。

1.圭 訴 ハ胸痛最 モ多 ク,嚢 熱之 二次 ギ、咳歎、

倦 怠感、 呼吸 困難等 ソノ次 二位 ス。

1.登 病 ノ季節的關係 ノ・、4、5、6月 二最 モ 多

ク・7、8、9、10、11月 之 二次 ギ、12 、1、2、3月

二最 モ稀 ナ リ。

1.赤 血球沈降速 度ハ著 シク促進 サル
。 中等償

20乃 至90ノ モ ノ大 多撒 テ占 メ
、60乃 至70ノ モ

ノ最 モ多 シ。

1.有 熱期 ノ・大牛 ノ・10日 乃 至50日 ニ シテ、20

日乃至30日 ノ間二解熱 スルモ ノ最 モ多 シ。

1・ 血液像 ハ赤血球、血色素及 ヒ・中性多核 白血

球 二於 テ僅 カナル減少 テ、淋 巴球拉 二大輩核細

胞 二於 デ梢 ミ高 キ値 テ見 タリ。

1.滲 出液 ノ比重ノ・多 クハ1018ト1028ト ノ間

ニア リ
。術1024及 ビ1025最 モ多 シ、蛋 白量 ノ・

大抵3乃 至7%ノ 間 ニア リ。4乃 至6%ノ モ ノ

最 モ多 シ。

1・ 穿刺 二關 シテノ、特 二考慮 テ彿 ヒ、各種 ノ統

計 テ行 ピタリ。穿刺 テ行 ヒタルノ・199例 、 行ハ

ザ リシ例ノ、26例 ナ リ。

穿刺同数ノ、全例 二於 テ558同 二達 シ、1例 ニ ツ

キ卒均 セバ2・5同 ナ リ。穿 刺量ノ・各例、各 回匠

々 ニ シテ・50c・c・ヨ リ2000c£・二至 リ、1同 ノ卒均

穿刺 量494c・c二 相當 ス。 穿刺 ガ直接 ニー般 自豊

症状、呼吸、脈搏、熱拉 二尿 量 二及 ボ ス影 響 テ、

穿刺後1週 間以 内二生 ズル憂 化 二求 ムルニ、良

好 ナルモ ノ最 モ多 久 不愛 ナル 宅 ノ之 二次 ギ、不

良 ナルモ ノ僅 少 ナ リ。i穿刺 ノ時期的 關係 ノ・一般

二早期 二行 ヒタルモ ノノ方
、良 好 ナル直接 的影

響 ラ與 フルガ如 シ。尚穿 刺 ノ時期 ニ ツキ、解熱

トノ關係 テ調査 セルニ早期 二最初 ノ穿 刺 ラ行 ヒ

タル症例 ノ方、遅 レテ穿刺 テ行 ヒタル モ ノニ比

シ・解熱 ガ早 ク來 ルガ如 シ
。術早期 二最初 ノ穿

刺 ラ行 ヒタル症例 ノ・、 晩期 二行 ヒタル モ ノニ比

シテ反 リテ穿刺 ノ全 同数 二於 テ少 シ
。

コ レラノ統計的事實 ヨリ
、余 等ノ・カカル滲 出性

肋膜 炎二封 スル穿刺 ノ治療 的敷果 テ ミトメ、尚

穿刺 ノ時期 的關係 二於 テノ・、相 當量 二滲 出液 ノ

瀦溜 セル場 合ハ可成 リ早期 二穿刺 テ行 ヒテ差 支
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ナ カルベ シ ト思惟 ス。

1.退 院後 ノ経過 二關 シテ、昭和13年2月 中 二

間 合 セラ行 ヒ、得 タル回答拉 二直接 再診査 ニ ヨ

リテ、諸 種 ノ観察 ラ行 ピタ リ。 観察例109、 結

核性疾患 ラ退院後 得 タルモ ノ35例 、得 ザル モ ノ

70例 、現在健康 ナル モ ノ80例 、 死 亡16例 中、

結核 性疾 患 ニ ヨリテ死 亡 セル モ ノ11例 ラ算 セ

リ.結 核 性後 登症 ト穿刺 トノ關係 ラ見ル ニ、大

ナル關係 ナキガ如 シ。尚結核性後登症ノ・主 トシ

テ肋膜炎 ノ解熱後1年 以内二褒病 シ、年 ト共二

減少 ス。最 モ多キノ・肺結核、次 デ肋膜炎ニシテ、

骨結核モ比較的多 シ。 以上

尚本統計 ノ要 旨ノ・第16同 日本結核病學會二於

テ登表 セリ。

欄筆二臨 ミ終始懇篤ナル御指導 テ賜ハ リタル恩

師辻教授二深謝 ス。
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